
誰
に
も
で
き
な
か
っ
た
地
震
と
噴
火
等
の
予
知
を
、

電
磁
波
や
ノ
イ
ズ
の
電
磁
観
測
で
実
現
し
ま
し
た
。

右
や
下
の
写
真
は
東
日
本
大
震
災
で
、
約
二
万
人
の

方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
に
自
局
で
は
ト
ラ

フ
地
震
の
貴
重
な
観
測
デ
ー
タ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

二
年
前
に
地
震
学
会
や
地
震
の
有
識
者
会
議
は
、
予

知
は
で
き
な
い
と
結
論
付
け
ま
し
た
が
、
私
（
Ｊ
Ｙ
Ａ

地
震
予
知
の
「
理
論
や
メ
カ
ニ
ズ

Ｎ
研
主
宰
者
）
は
、

」

、

。

ム

を

学
会
等
で
発
表
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

そ
の
例
と
し
て
、
現
在
、
気
象
庁
が
発
表
し
て
い
る

震
源
の
深
さ
は
、
軋
轢
や
応
力
の
発
生
場
所
で
あ
り
、

実
際
に
地
震
動
が
起
き
て
い
る
場
所
は
、
ご
く
浅
い
所

で
あ
る
事
も
デ
ー
タ
を
着
け
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

、

地
震
の
原
因
と
揺
れ
方
を
三
次
元
デ
ー
タ
で
解
析
し

何
故
？
地
震
の
揺
れ
が
長
く
続
く
の
か
？
等
、
地
震
の

根
本
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
正
確
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
、
地
震
は
、
プ
レ
ー
ト
沈
み
込
み
帯
と
は
、

離
れ
た
所
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
家
が
損
壊
す
る
現
象
を

解
析
し
、
そ
の
原
因
と
対
策
迄
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
殻
変
動
が
原
因
の
大
分
県
朝
地
町
の
地
割

、

、

れ

中
津
市
耶
馬
溪
の
山
崩
れ
も

観
測
デ
ー
タ
に
、
原
因
と
安
全
対

策
迄
付
け
て
発
表
し
ま
し
た
。

「
地
震
予
知
の
理
論
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
が
解
明
で
き
、

よ
う
や
く
発
表
ま
で
に
漕
ぎ
着
け
た
の
で
す
。

こ
の
発
表
に
は
、
地
震
の
研
究
と
電
磁
波
観
測
に
、

２
４
年
間
、
電
磁
波
観
測
網
の
構
築
と
、
１
１
年
間
の

膨
大
な
デ
ー
タ
を
解
析
し
た
結
果
な
の
で
す
。

地
震
電
磁
波
研
究
か
ら
観
測
に
発
展
し
、
理
論
構
成
の

根
拠
と
な
る
多
く
の
新
発
見
が
続
き
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

理
論
の
構
成
が
、
デ
ー
タ
で
裏
付
け
さ
れ
ま
し
た
。

十
年
の
基
礎
研
究
か
ら
、
電
磁
的
地
震
観
測
装
置
を

、

、

開
発
し

十
一
年
間
も
観
測
実
験
を
続
け
て
い
ま
す
が

地
震
電
磁
波
の
観
測
網
に
約
５
０
名
の
仲
間
が
、
常
時

観
測
に
協
力
し
て
く
れ
、
当JYAN

研
の
研
究
仲
間
と
し

て
約
４
百
名
の
方
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
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災害予防 地象観測の

地
震

噴
火

電
磁
観
測

完
全
予
報

・

は

で
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現
在
、
電

○
何
故
？
地
震
予
知
が
で
き
る
の
？

磁
的
地
象
観
測
に
よ
る
地
震
予
知
に
つ
い
て
、
論
文
を

、

。

執
筆
中
で
す
が

簡
単
に
説
明
す
る
と
次
の
通
り
で
す

一
、
地
震
は
、

が
毎
年
数
㎝
ほ
ど
日

太
平
洋
プ
レ
ー
ト

本
海
溝
に
沈
み
込
ん
で
お
り
、
そ
の
歪
で
地
震
が
起
き

て
い
る
。
と
、
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
説
が
広
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
実
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
研
究
で
は
プ
レ
ー
ト
が
移
動
す
る
原
因
と
し
て

①

地
球
の
自
転
に
よ
る
緩
衝
力
が
働
い
た
り
、

②

太
陽
公
転
と
、
月
の
周
回
に
よ
る
引
力
や
重
力

③

地
球
内
部
の
マ
グ
マ
が
動
い
て
い
る
影
響
等
々
で

地
球
表
面
の
各
プ
レ
ー
ト
等
が
動
い
て
い
る
の
で
す
。

○
地
震
の
起
源
は
、
プ
レ
ー
ト
移
動
だ
け
で
す
か
？

日
本
で
起
き
て
い
る
殆
ど
の

い
い
え
、
違
い
ま
す
。

地
震
は
直
下
型
地
震
で
す
。
従
っ
て
、
プ
レ
ー
ト
移
動

は
直
接
的
な
原
因
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

地
震
の
本
当
の
起
源
っ
て
何
で
す
か
？

二
、そ

れ
は
、
電
磁
気
の
観
測
か
ら
謎
が
解
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
地
震
の
観
測
は
殆
ど
地
震
計
で
し
た
が

地
震
予
知
は
全
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
は
、
地
震
前
に
起
き
る
電
磁
現
象
に
注

目
し
、
電
磁
波
の
異
常
を
観
測
し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら

の
発
見

①

電
波
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
（
蜃
気
楼
）

潮
汐
に
よ
る
電
磁
波
異
常
と

を
発
見

②

同
期
現
象

計
算
方
式
を
発
見

③

電
磁
波
観
測
網
に
よ
る
観
測
と

電
磁
波

を
発
見
し
、
開
発

④

ノ
イ
ズ
の
観
測
方
式

地
震
の

（
方
式
）
を
発
表

⑤

震
源
計
算
技
術

○
岩
盤
の
異
常
変
化
と
電
磁
波
発
生
の
相
関
関
係

で
は
、
何
故
？
地
震
前
に
電
磁
波
異
常
が
出
る
の
？

実
は
簡
単
な
の
で
す
。

「
物
が
動
け
ば
電
磁
気
が
発
生
す
る
」
＝
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
の
物
理
学
理
論
か
ら

＝
地
殻
が
押
さ
れ
れ
ば
（
プ
ラ
ス
の
電
気
）

＝
地
殻
が
引
っ
張
ら
れ
れ
ば
（
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
）

＝
地
核
に
亀
裂
や
摩
擦
が
起
き
る
（
摩
擦
電
気
）

等
の
電
磁
気
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
何
故
？
地
下
深
く
の
電
磁
気
が
地
上
に
届
く
？

確
か
に
、
岩
石
等
の
絶
縁
体
が
連
続
し
て
い
れ
ば
直
流

電
気
は
通
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
交
流
＝
電
磁
波
な
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
？

そ
う
で
す
。
岩
石
も
コ
ン
デ
ン
サ
の
絶
縁
体
模
様
と
な

り
、
電
磁
波
な
ら
簡
単
に
通
り
抜
け
る
の
で
す

（
平
成

。

２
３
年
に
静
岡
学
会
で
発
表
し
ま
し
た

）
。

○
ど
う
し
て
電
磁
気
変
化
を
捉
え
ら
れ
る
？

こ
れ
も
簡
単
で
す
。

常
時
、
多
地
点
の
観
測
網
で
電
波
や
電
磁
気
を
観
測
し

て
い
れ
ば
変
化
が
掴
め
、
異
常
の
チ
ェ
ッ
ク
で
予
知
３

原
則
を
割
り
出
す
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
異
常
現
象

は
上
記
①
～
⑤
と
、
そ
の
他
の
変
化
で
掴
め
ま
す
。

最
も
「
重
要
な
問
題
」
は
何
で
し
た
か
？と

言
う

＝
何
故
？
１
週
間
前
に
予
知
出
来
る
か
？

で
し
た
。

「
理
論
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
根
拠
と
説
明
」

こ
の
説
明
が
で
き
な
い
（
デ
ー
タ
不
足
）
為
に
地
震
学

者
か
ら
は
、
当
電
磁
研
究
が
無
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

（
プ
ロ
の
学
者
も
、
み
な
さ
ん
が
、
判
ら
な
か
っ
た
の

で
当
然
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
・
・
・
）

全
て
解
決
で
き
ま
し
た
！

と
こ
ろ
が
、
観
測
で

一
、
電
磁
波
の
伝
搬
す
る
速
さ
と

二
、
圧
力
波
の
伝
播
す
る
速
さ
の
違
い
が
、

と
、
実
際
の
観
測

三
、
早
く
予
知
で
き
る
根
拠
で
あ
る

デ
ー
タ
か
ら
、
明
確
な
結
論
が
出
た
の
で
す
。

。

但
し

地
震
の
振
動
波
は
１
秒
で
約
１
㎞
の
速
さ
で
す

左
図
は
上
＝
地
表
と
下
＝
地
下
２
５
０
ｍ
地
中
の
揺
れ

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
は

地
震
の
元
と
な
る
地
核
の
軋
轢
や
応
力
は
、
多
く
が

①
地
下
深
く
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

、

②
軋
轢
で
起
き
た
電
磁
波
は
瞬
間
的
に
地
表
へ
伝
わ
り

異
常
が
覚
知
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
軋
轢
や
応
力
な
ど
の
「
力
」
の
伝
播
は

③一
日
に
約
１
Ｋ
ｍ
程
度
し
か
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
、
多
く
の
地
震
例
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
下
１
０
Ｋ
ｍ
で
軋
轢
や
応
力
が
起
き
る
と
、
起
き
た

電
磁
波
は
す
ぐ
に
地
表
に
伝
わ
り
ま
す
が

応
力
等

圧

、

（

力
の
異
常
）
は
、
一
日
に
約
一
㎞
し
か
伝
播
し
な
い
の

。

（

）

で
７
日
程
度
か
か
る
の
で
す

こ
の
差

約
１
週
間
前

に
、
地
震
予
知
が
で
き
る
根
拠
と
判
っ
た
の
で
す
。

こ
の
応
力
の
伝
播
速
度
は

口
永
良
部
島
～
西
鹿
児
島
地
震
～
熊
本
地
震
～
別
府
や

鳥
取
地
震
で
は
、
一
日
に
約
１
～
２
㎞
で
し
た
。

ち
な
み
に
、
普
通
の
地
震
で
も
地
下
深
部
か
ら
地
表
近

、

。

く
迄
届
く
縦
の
速
度
も

概
ね
一
日
１
㎞
と
な
り
ま
す

決
定
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
根
拠
は
「
こ
れ
で
す
！
」

一
、
地
下
深
部
で
軋
轢
や
応
力
が
起
き
た
と
き
直
ち
に

地
震
が
起
き
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
超
高
圧
の
環
境

。

下
で
は
、
岩
盤
亀
裂
や
破
壊
は
起
き
に
く
い
の
で
す

）
。

、

、

、

＝
従
っ
て

こ
の
軋
轢
や
応
力
等
が

地
下
深
部
か
ら

、

、

低
圧
な
地
表
方
向
迄
進
み

周
囲
の
圧
力
を
跳
ね
返
し

破
壊
さ
せ
る
ほ
ど
膨
張
し
た
時
に
、
始
め
て
周
囲
の
岩

、

。

、

盤
等
を
壊
し

地
震
動
を
起
こ
す
の
で
す

こ
の
時
に

。

応
力
塊
の
膨
張
度
に
応
じ
て
断
層
が
生
ま
れ
て
い
ま
す

二
、
地
震
の
揺
れ
が
長
く
続
く
原
因
と
根
拠
は

＝
地
下
深
く
で
生
ま
れ
た
応
力
塊
は
、
地
表
付
近
ま
で

来
る
と
次
第
に
膨
張
す
る
た
め
、
亀
裂
や
地
震
動
を
起

こ
し
ま
す
。
し
か
し
、
破
壊
の
元
と
な
る
応
力
塊
の
波

は
、
同
心
円
模
様
に
、
次
々
と
地
表
付
近
に
伝
わ
り
、

振
原
を
中
心
に
、
地
震
破
壊
が
広
が
り
、
連
続
的
な
亀

裂
や
地
震
動
を
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
広
が
り
や

、

。

振
動
の
連
続
が

地
震
動
を
長
引
か
せ
て
い
た
の
で
す

＝
地
震
動
は
、
応
力
が
強
く
、
発
生
し
た
場
所
が
深
け

れ
ば
応
力
塊
が
次
々
に
地
表
付
近
に
届
く
為
、
広
い
範

囲
で
連
続
的
な
地
震
動
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、
触
発

的
地
震
や
連
続
的
な
地
震
等
が
続
く
場
合
も
、
地
震
動

が
長
く
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

、

（

）

三

地
震
破
壊
が
浅
い
所
で
あ
る
根
拠
の
記
録

右
上

地
表
で
観
測
し
た
上
下
動
と
、
地
下
２
５
０
ｍ
で
観

測
し
た
地
下
の
地
震
上
下
動
は
、
約
２
倍
の
変
化
が
あ

り
ま
し
た
。
単
純
計
算
で
、
５
０
０
ｍ
＝
１
／
４
、

１
Ｋ
ｍ
下
で
は
１
／
８
、
２
Ｋ
ｍ
下
で
は
１
／
１
６
、

４
Ｋ
ｍ
の
深
さ
で
は
、
１
／
３
２
と
な
り
、
実
際
に
破

壊
的
な
地
震
動
が
起
き
て
い
る
の
は
、
地
下
３
Ｋ
ｍ
前

後
が
最
も
多
く
膨
張
破
壊
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

（
結
論
）
地
震
の
応
力
は
地
下
深
部
で
発
生
し
て
も
、

実
際
の
地
震
破
壊
や
振
動
は
、
地
下
数
㎞
の
深
さ
で
爆

発
的
に
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

地
震
予
知

メ
カ
ニ
ズ
ム

観
測
理
論

の

と
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熊
本
地
震
で
の
観
測
状
況
と

全
国
各
地
で
の
観
測
状
況
を
示
す
観
測
デ
ー
タ

左
の
図
は
三
方
観
測
方
式
の
説
明
図
で
す
。

右
図
は
火
山
と
地
震
の
応
力
伝
導
関
係
を

示
す
観
測
予
測
グ
ラ
フ
で
す
。

下
の
図
は
熊
本
地
震
で
の
実
際
の
観
測
グ

ラ
フ
で
す
。

２
回
の
地
震
（
前
震
・
本
院
）
や
余
震
が

１
週
間
前
に
良
く
現
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
震
で
は
、
５
強
以

上
の
地
震
が
、
連
続
し
ま
し
た
が
、
詳
細

グ
ラ
フ
に
は
そ
の
回
数
と
起
き
る
予
測
時

分
が
グ
ラ
フ
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
電
磁
観
測
網
が
で
き
れ
ば
、
ほ

ぼ
満
足
な
地
象
観
測
情
報
と
し
て
発
表
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

地震現象のメカニズム説明図

理
論
を
証
明
す
る
デ
ー
タ
類

地震現象の観測メカニズムの説明図写真や図面の説明

地震現象のメカニズム説明図写真や図面の説明
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、

現
在
使
わ
れ
て
い
る
地
震
計
と
は
全
く
次
元
の
違
う

電
磁
気
＆
電
磁
波
の
観
測
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
が
左
写

真
で
す
。
電
磁
観
測
は
正
解
率
７
～
８
割
以
上
を
確
保

す
る
「
地
象
観
測
シ
ス
テ
ム
」
と
な
り
ま
す
。

地
下
深
く
の
動
き
は
電
磁
気
や
電
磁
波
の
観
測
で
、

と
て
も
、
良
く
判
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

、

一
、
広
域
観
測
網
は

主
に
Ａ
Ｍ
放
送
波
や
遠
く
か
ら
届
く
短
波
帯
の
電
波

を
観
測
し
て
広
域
的
な
観
測
を
行
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
地

域
の
異
常
の
探
知
に
は
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
家
は
良
く
ご
存
じ
で
す
が
、
地
震
前
に
は
そ

の
方
向
か
ら
多
く
の
ノ
イ
ズ
や
異
常
電
波
が
届
い
て
い

た
の
で
す
。

二
、
Ｆ
Ｍ
波
等
の
観
測
網
は

現
在
の
地
震
計
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
全
国
に
６
百

か
ら
約
３
千
局
の
観
測
局
を
置
い
て
、
そ
の
観
測
デ
ー

。

、

タ
か
ら
地
震
の
３
要
素
を
割
り
出
し
ま
す

こ
れ
に
は

観
測
す
る
電
磁
波
の
電
界
強
度
、
異
常
が
あ
る
方
向
、

異
常
の
レ
ベ
ル
等
か
ら
、
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
し
て
異
常

地
点
を
探
し
た
り
、
計
算
式
を
用
い
て
震
源
の
位
置
や

深
さ
ま
で
を
割
り
出
し
ま
す
。
特
に
、
地
震
前
に
は
震

源
の
直
上
に
異
常
な
電
磁
界
が
形
成
さ
れ
る
の
で
、
そ

の
異
常
地
点
を
探
せ
ば
地
震
の
真
上
と
な
る
の
で
す
。

と
Ｆ
Ｍ
観
測
網
は

三

ア
ー
ス
観
測

ア
ー
ス
観
測
は
、
観
測
地
点
で
の
地
下
深
部
（
ア
ー

ス
内
）
の
状
況
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
地
下
の
震
源
か

ら
届
く
電
磁
気
や
ノ
イ
ズ
＆
パ
ル
ス
や
摩
擦
電
気
を
観

測
し
ま
す
が
、
特
に
、
地
震
の
切
迫
度
や
危
険
度
等
の

判
定
に
重
要
な
観
測
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ノ
イ
ズ
や

パ
ル
ス
波
は
、
そ
の
種
類
や
レ
ベ
ル
、
間
欠
度
等
が
重

要
な
短
時
間
情
報
と
な
る
の
で
す
。

過
去
十
数
年
に
及
ぶ
観
測
デ
ー
タ
は
膨
大

電
磁
波
の
観
測
実
験
を
始
め
て
か
ら
２
４
年
、
実
際

に
観
測
網
で
記
録
を
取
り
始
め
て
か
ら
十
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
膨
大
な
デ
ー
タ
や
経
験
則
が
あ
り
ま
す
。
だ

か
ら
、
理
論
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で
き
ま
し
た
。

右
図
は
、
現
在
の
実
験
的
な
観
測
網
で
す
が
、
将
来

的
に
は
約
３
千
局
の
デ
ー
タ
を
集
中
し
て
自
動
的
に
解

析
し
、
経
験
則
と
併
せ
れ
ば
正
し
い
予
報
情
報
と
な
り

ま
す
。

お
天
気
の
「
ひ
ま
わ
り
」
模
様
に
地
震
観
測
も
デ
ー

タ
を
一
目
で
判
る
よ
う
工
夫
し
て
予
報
を
発
表
で
き
ま

す
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
が
、
自
発
的
に
危
険
度
を

判
定
し
、
自
主
的
に
予
防
措
置
が
取
れ
る
様
に
な
り
ま

す
。

地
象
観
測
は
「
必
需
情
報
」
を
配
信
で
き
ま
す
。

統合観測システムからの情報
○地震予知３原則の内容と配信内容

配信内容 数月前 数週前 数日前 補足

１ い つ 何日何時頃何月頃 何週頃 何日頃

地方 県 市２ どこで

震度±１ ±０．５ ±０．３３ 大きさ

他 上記は震源中心部での状況を予測しています。

なお、上記情報は観測データと、震源の深さと共に発表します。

また、 で情報を発信します。切迫度と危険度共にR３～R５

電
磁
観
測
三
方
式

全
国
的
な
観
測
網
の
敷
設
と

統
合
解
析
シ
ス
テ
ム
の
構
築

の

シ

ス

テ

ム

地

震

予

知

電

磁

観

測


